



























た生みの親、「社会心理学の祖」として広く知られている (Cartwright & 




(1992) の著書 Classroom Dynamics でこの名称が使われた後に広く使われ
るようになった。















要素と言える。Forsyth (1990) は結束性 (cohesiveness) は、「グループの
メンバーのひとりひとりが相互の関係を結束させたり、また自分が属し
ているグループそのものへの結束に導く関係の力」であると定義してい
る。また、Dörnyei (2001a; 2001b) はグループを結束させる「接着材」で
あると端的に述べている。Agazarian & Peters (1981, Ehrman & Dörnyei が
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コミュニカティブ言語学習とクラスルーム・ダイナミクス



























　学習 (learning) と指導 (teaching) における心理的な背景を理解する
ことは少なくとも言語特性を理解するのと同じくらいに重要なこと
である。









らげ、結果として自信を高めることになる (p.442.)。 Hadfield (1992) は
結束力の高いグループは、結束力を欠いたグループよりもより効果的に
かつ生産的に学習をすると指摘している (p.10.)。Dörnyei (2001b) はこの
意見を支持し、Levine & Moreland の考察では、結束力の高いグループ
は結束力を欠いたグループよりも活発に会話に参加すると結論付けてい














らかになっている。枚挙にいとまが無いが、Cartwright & Zander, (1968); 
Clément, Dörnyei, and Noels, (1994); Ehrman & Dörnyei, (1998); Evens and 
Dion, (1991); Julkunen, (1998); Keller, (1986) 等 が あ る し、Keller (1986, 
p.716.) は Griffith & Mullins, (1972) を引用している。これらの中で、






　Jones & Jones (1995, Ehrman & Dörnyei, 1998, p. ix. で引用。) は、個々の
学習者とグループが要求しているものが充足されてはじめて学習者は
学習目標に対する最高の反応を見せると主張する (p.101.)。また、Corey 





安全にいられることであると言える。この見解は A Theory of Human 
Motivation (1943, 1970) で Abraham H. Maslow が述べている、有名な「基
本的な人間の欲求の階層」にまさに合致するものである。
           
     5. 自己実現の欲求      
    4. 自尊の欲求 (他者からの尊重)     
   3. 愛・帰属の欲求 (他者との関わり、帰属、愛情など)    
  
2. 安心、安全の欲求 (身の安全、健康、生活の 
安定など) 
  
 1. 生理的欲求 (食べ物、水、睡眠など)  
           
 【 A. H. Maslow の基本的な人間欲求の階層 】
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At once other (and higher) needs emerge and these, rather than 
physiological hungers, dominate the organism.  And when these in turn 
are satisfied, again new (and still higher) needs emerge, and so on.  This 
is what we mean by saying that the human needs are organized into a 
hierarchy of relative  prepotency. 






























してしまうことになる (Ehrman and Dörnyei, 1998, p.2.)。クラスルームが
結束力をあまり持たず、また学習者がリラックスした状態になれなけれ
ば、学習に集中しようとする気力をそいでしまう環境となってしまうの


















The learning experience of every student and effectiveness of the teacher is 
influenced by what goes on among the people who populate the classroom.












提案がなされているが (Ehrman and Dörnyei, 1998; Tuckerman, 1965.)、こ
こでは Ehrman and Dörnyei が提案している 4 つのステージを持つモデル
に従う (1998, pp.109-110.)。
ステージ 1:  グループの形成期 : オリエンテーションとアイス・ブレー
キングの時間。






ステージ 3:  演習実践期 : グループとして発展し、結束力の高いグルー
プとして発展する時間。





















との立場の違いから生じる相違点を起因とするものである (Ehrman and 
Dörnyei, 1998, p.127.)。Tuckman (1965)や多くの研究者は、「混乱」と「統一」
は二つの異なる様相であると見なしているが、Ehrman and Dörnyei (1998)
は、この二つの様相を一体と見なし、移行期の時期に見られる様相とし
－ 30 －



















れ、結束力が発展するようになっていく (Ehrman and Dörnyei, 1998, p.104; 







































































心 / 受容）」(Unconditional Positive Regard、以下 UPR と記載。) である。
この二つはグループを発展させるために必要となる重要な概念である。




「ピグマリオン効果」(the Pygmalion effect) と呼ばれるが、教育心理学
者 Rosenthal and Jacobson (1968) が実験で得られた現象を George Bernard 













者の態度や動機付けに大きな影響を与えることになる (Dörnyei, 2001a, 
p.176.)。そして、後者の否定的な期待を示す例としては、Brophy (1985, 























ii   無条件の肯定的配慮 (Unconditional Positive Regard)
　UPR の態度で学習者に接することも重要である。この態度は、人は
例外なく、常に独立した価値ある存在として認められるべきであること
を意味する。この概念は心理学者 Carl Roger (1961) が提唱したもので、
精神分析を用いたセラピーのひとつ「クライアント中心療法」につながっ










無条件の肯定的配慮 (unconditional positive regard)、共感的理解 (empathy)、
自己一致 (congruence) に基づいているものである。
　Rogers はこうしたアプローチは教師と学習者との関係に応用可能で






































　Ehrman and Dörnyei (1998) は、グループ形成の初期の段階を人間の幼






















傾向を持つことが分かっている (Ehrman and Dörnyei, 1998, p.142-144.)。































プの結束力を高めることになる (Levine & Moreland, 1990, p.604.)。それ
















び確認すること、そして肝心な目標言語 (target language) に意識を転換
させること、再びクラスメートとの交流を深めることが主たる目的とな































る。M. E. Shaw は、行動の規範のことをグループのメンバーが設定した
行動の規則で、クラスルームでの行動の一貫性を維持するものであると








( 教師ではなく ) 学習者側の意向によって決められること、クラスルー
ムがひとつの単体となって話し合いが持たれること、どこから先を規則
違反にするかを含めてその内容を全員一致で決められるかどうかであ




の規範を進んで守るようになっていくと説明している (1994. Ehrman and 










の状態を越えて成長することが出来る方法である (Ehrman and Dörnyei, 























































（本稿は、Steven Paydon, "Elements of Classroom Dynamics" (Tokai University Foreign 
Language Center, Motivation in English Language Learning, March 2006, 15-30.) の内
容に加筆修正したものである。）
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